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 基本目標２   千曲っ子が元気に育つ生涯学びのまち 

 

事 業 名 赤ちゃん子育て応援事業 担当課名 こども未来課 

 

事 業 費 主要な施策の成果等 

 

【会計区分】 一般会計 

 

【令和４年度決算書記載ページ】 

 189ページから190ページまで 

決 算 額（円） 

24,360,940 

節 別 内 訳（円） 

報酬 1,559,460 

給料､ 

職員手当等 
2,177,200 

報償費  

旅費  

需用費  

役務費 9,360 

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
20,614,920 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金 17,896,000 

県支出金   

地方債  

その他  

一般財源 6,464,940 

 

【事業目的】 

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、出

産・育児家庭に対して、市独自の経済的支援として、令和４

年４月２日から５年４月１日までの間に生まれた新生児１

人につき、「赤ちゃん応援特別給付金」として50,000円を給

付。あわせて「子育て応援祝い品」として、子育てに役立て

ていただける内容のカタログギフト（5,000円相当）を贈呈

する。 

 

 

【実績】 

・「赤ちゃん応援特別給付金」の給付 

給付実績 371人×50,000円＝18,550,000円 

・「子育て応援祝品（カタログギフト）」の贈呈 

贈呈実績 367件 

決算額 2,064,920円（380冊分・１冊あたり5,434円） 

 

 

【成果等】 

出産・育児関連の支出が増加する対象家庭に対して、経済

的支援が図られた。 

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充

当し、実施した。 

 

 

【今後の進め方】 

・「赤ちゃん応援特別給付金」については、国が令和４年度

から「出産・子育て応援交付金」を開始したことから、市

独自の本給付金は令和４年度で終了する。令和５年度から

は、義務教育を終え新しい生活に向かう中学校３年生がい

る子育て世帯の生活を応援することを目的として、千曲市

「15の春」応援事業を実施していく。 

・「子育て応援祝品（カタログギフト）」については、令和５

年度も継続して実施する。対象者に冊子を贈呈する方法か

ら、web申し込みが可能なギフトカードを贈呈する方法へ

の切り替えを検討していく。 
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